
第-章 変法期 における学会､報刊､草堂の概要

第-軒 概 観

本尊においては､変法期の学会､報刊､学宝の概要を述べて行く｡

まず､学会から見て行く｡すでに見たように､蛾有為は､Er朽戦争の敗北､三Eg干渉などを通し､

中国の領土が瓜分されて行く中で､変法を意図したが､高扱官鰍こはばまれ､方向を多角化して､北

京戦学会を最初とする苧会設立運動を行うようになった｡

従来､中国には､学会というものはなかったが､西欧において､学会が設立され､学問が発達して

人材が慈成され､独立前強の中国が雄設されることを知って､それを見習おうとしたものであった｡

また､報刊も､変法がなかなか国東なので､国民の練論を喚起し､国民の村神を別擬し､他日の用

を期し､放す7為が､京師に r万国公報Jを創刊し､士夫出入に配祐したのが､愈初であった｡そして､

それがやがて発展して､種々の報紙が発行され､変法思想を鼓吹､五伝して行くことになった｡

最後に､学塁は､変法を行う人材をpe成することを恵既して､洋風の学校として別-&されたもので

あった｡そして､その中心となったのが､戻師大学望､即ち､後の北京大学であった｡学望の多くが､

戊成激変によって､人材を雅出する以前に滞圧されたが､時戦草堂は､自立軍起我を通して､辛亥茸

伽こ接税し､京師大学生は､その後の中国の学聞､文化の中心となって行った｡

以下､学会､朝刊､学笠について､述べて行く｡

郊二節 変法期の学会

はじめに

本節を甘くに当たってまず鞘まえて疋きたいことは､中ELl近代史の発展が基本的には中国の内在的

発展の必然的な過樫であったということである｡①中国近代史の政治的な側面を考案して行くならは､

洋坊運動､変法遜動､革命運動の流れとして把握出来ると思うが､小論においては変法運動を収りと

げ､とりわけ学会運動の側面から変法運動を理解して行きたいと考えている｡

戊成変法期における学会の役割についてはすでに諮先学の取り上げておられる所である｡今慨LPに

それらを薮理するならば､小野川氏は学会が変法を目指す改革的な摂関であるとされており､②同様

な立掛 ま菊池氏も萌志鈎氏も取っておられ､本節も基本的にはこの考え方に依拠するものである｡し

かし小野川氏は政治思想の立場から述べておられるので､学会それ自体についてはあまり深く掘り下

げておられない｡また､菊地氏は広学会､戦学会､南学会については考察されておられるが､③学会

全般についてはまだ考蒸されていない｡又崩志鈎氏は学会を官僚と士大夫間の凪陪をはかるものとし

て考案され､⑥卦 こ設立された学会の名称､役立乱 内苔などについて述べておられ､⑤学会jW !-_

ついて考案されている｡そこで本節では､私なりに託学会の実塘と性格をその先駆形態､伎能､階朋
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構成､年代的地理的分布の面から考案し､それが変法運動において果した役割を明らかにして行きた

い｡

1､学会の先畢

アヘン戦争以後､中国は対外的には外国n本主我に国内をおぴやかされ､内部的には清朝の封紐支

官体制の矛IEiが､いよいよ激化し､民衆による反帝国主我､反封鎚主我の運動が虚脱されて行くこと

になる｡まず封拙文だ体制に反対するものとして､太平天国の遊動が行われたが､それは外国人の協

力を受けた非人宮椴を主力とする刑朝支配勢力によって圧殺され､ここに李油津､a.国3'等を中心と

する洋務運動が鵬始された｡

しかし､洋妨派の孝和章によって創槌された北洋陸海_Tflが､日柄敬争に敗北した結果､下関集約が

締結され､引きつすいて三国干渉が起こった｡このような状況下にあって､中段分割の危概を感じ変

法のやむ11さを柿感した､読切人階層の1人であったdi布鞄は､光柑14年に郡 1回の上野を出し､つ

いで革人千三百余人による､公王fl上智を行い､更に第3､那4回の上智を行なったが､彼の変法の忠

図は､いずれによっても皇帝に達しなかった｡そこで蛾有為は上背運動のみでなく､方向を多角化し

て変法の緊急性についての一大啓営運動を展開し､中国人を中心とする中国叔初の学会である､載?

会を光緒21年7月北京に設立したのであった｡北京強学会を最初としたJ文成変法時期を中心とする詰

学会はすぐれて政治的な理由から設立されたものであり､後述するようにここを一つの拠点としてで

法運動が遂行され､戊成変法にまで至るのであるが､このような訊学会の成立にあずかって力があり､

その先駆形態をなしたものについて以下考娯して行きたいと考える｡

聾学会を叔初とする変法時期の諮学会の成立にあたっては､西学の影書､なかんずく広学会の彰守

が戦くあったと考えられるが､同時にそれ以上にこのような西欧的な学会を受け入れる中国側の甚脂

としての中国在来の軒院の存在が考えられるので､以下二方面からこれら変法期の詩学会の先躯をな

すものについて考然して行きたい｡

まず西学の影軌 こついて考えて行くが､究番組は r時横軸Jの第10佃に ｢詣学会｣と描する論文を

掛1､その中で西洋には一つの学問に対して必ず一つの学会があり､学会の加入都 ま上は王公からトー

は一般庶民にまで至り､これらの学会でのEI夜の研有の結果､学問が発達し､人材が雅出し､国勢が

富強となるのであり､だから中匡=こおいてもそれぞれのiIf門分野における学会を全国の各省､各州､

各臥 各LJL 各郷ごとに設立してL順 の危機を救うべきだと述べている｡⑥

即ち､紫啓超の考えによれは､学会が設立されることによって学r.lj)が発達し､人材が寒成され､bq
勢が滋戟となり､中国を皿分の危機から救うことが山来るというのであり､ここに変法日韓の考えが

明確にうかがわれる｡すなわち､このような意図があってはじめて､西欧人を中心とする広学会に-i

らって中国人の手にflる叔初の学会である載学会やそれ以後の学会が成立して行くのである｡

一方､中国に西欧凪の学会が成立し宇土Iるためには､西欧の文化を受け入れる中国在来の文化的な瀬
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地の存在が必要であったと考えられる｡ここに詩学会の基盤の一つとしての中国在来の伝枕的な教育

横朗である書院の存在が考えられるのであり､たとえ襲学会が虹技哲屍の上に槌てられなかったとし

ても､後述するように､その後の法学会の発展はこれら朝晩の存在を抜きにしては､考えられないの

である｡

それでは戊成変法帖n)にこのような役割を担った砂院というものは一体どのような性格を持ってい

たのだろうか｡劉伯研氏は哲院の性格を次の5点に要約されている｡⑦

1､誹学の風気の捉Pu

2､社会約諾の樹立

3､学術発展の中心

LI､人材創造の岨

5､蛭婿の所誠

この要約に従い､沓院の性格を変法期の学会がどのように継承発展させて行ったかを以下考案して

行く｡第 1に研院がもっていた､｢誹等の風気の提唱｣､｢学術発展の中心｣､｢提席の所法｣という性

格は､くわしくは学会の機能と性格の所で後述するように､いずれも変法期の学会に継承され､それ

那-層拡大発展されたのであった｡第2に ｢人材の創造｣という岱院の性格であるが､笥院出身者が

統村人居となり､官位層となって､中国在来の文化を担い､政治に参与して行ったように､変法期つ

学会参加者も又､在来の文化､政治を踏まえ､その上に新しい文化を導入し､政治改革超勤を推進し

て行こうとしたのであった｡第3に ｢社会朽韻の樹立｣という智院の性格であるが､この街院の性格

に対しては､変法桝の学会の性格はすぐれて政治的であったので､そのままには継承されなかっ1.:｡

しかし､一面においては､このような省抗の無政治的性格こそが軒院を学会に暫えて行くことをかえっ

て容易にしたし､又変法推進者が変法運動を学会運動と名を母えることにより､より容易に逆行でさ

えた原匡Ⅰの一つともなったのではないだろうか｡

このような点から変法運動を遂行して行くためには､中国在来のTg院を甚軌 こしてその上に変法思

想を盛り込んだ学会を接木して行くことが､棲めて効果的であったと考えられるのである｡

それでは､ひ院を如何にして学会に転化させて行ったのであろうか｡この場合､次の二つが考えら

れる｡q]ち那 1は在来の骨炭を学会の誠礎ともなるべき近代的な学盟とすることであり､第2は門院

そのものをKi接学会に改変するという方法であった｡前者についてまず見て行くならば､討嗣同は､

｢改併軌隈城郷各Lli院鞠致用学望公啓｣をあらわしてその中で､｢今､旧の6日院と新立のrl等hLiを併

せて一つとし､改めてL一誌城に学豊を鎚てる｣⑧といっており､旧い研院を学宝に改めることを主張し

ている｡

また ｢知Hi軌 には､学宜を作る22用がないので平服 に邦字のl諏Elを加えるとい,ている｡⑨

さらに､張之洞も｢排柑｣の中で､･･････Elに学を設け､広く学宝を立てる｡･-･･⑩

と述べ､学笠の設立に言及している｡なおこれらの意図は光輔24年5月22日の詔勅となって実現し
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ている｡

次いで後者について見て行くならば､江軌 i｢湘軍新報｣の中で､

うやうやしくも朝延の､しばしは令炭を並頓し､広く実学を求める講にあい､勉めて輿Ltb､井草､

方言学会を授脚 掛 こ･&ける｡①

と云っており､校援甘院に輿地､井学､方言学会を設置すべき砂が主張されている｡

又討嗣同は､両学会郡8回の耕我で次のように云っている｡すなわち､

今人々が債この理を明らかにしようとするならば､皆界域を破除し､出て印を任せるのには､

また学会でなければならない｡だから今日の救亡保介､至急で放やかにすべきでない上恥 ま､学

会に過ぎるものがない｡私は､各府州L一誌が有している岱院を概ね学豊､学会とし､一面では人材

を造り､一面では衆力を合わせて官民上下が通じて一気となり相継繋し協心金諜することを願う｡

そうすれば､内.lBは休ませることができるし､人々､全掛 は んずることができる｡⑫

とあり､中国の救亡保命の上顕として学会を見ており､各州県の省院を学望､学会に改めて人材を

兼蚊し､.Tbいを11くして､社会生活を安定させる印を説いている｡すなわちここでは哲院が学笠にか

えられるだけではなく､学会にまで高められなければならないと主張されていることが知られるので

ある｡

以上､甘院を学会の基礎と11るべき芋茎ならびに学会そのものに改変させるべきことが主張されて

いることを考案したが､これらのことを適して懲院が中国における学会成立の･基盤の一つになったこ

とが知られる｡つぎに､このようにして蚊立した学会の機能と性格について考然して行く｡

2､学会の機能と性格

本項においては､学会の横能とE]的を明らかにして､その性格を追及して行きたい｡

そのための手懸りとして史料にもとづいて学会の脈 と目的を卦 こまとめて紅く｡⑬

学 会 名 故 能 El 附
令 役 員 EA 藩 ～ 苫 只 学 生 西学 店等 A王!
●. 封番付 (報 柑) 博物抑 (銭 型) 棚沢 :■=入会金

【広 学 会】○ 倍 井 ○ 万国公稚 ○ ○ 西欧文化の廿淡

北済強学会 ○ TLtF1亡捉 鞘 強 学懲 何 (万国公報)払鉄,Ji%G5 ○ 恵 EZl ○ ○ 市 郎 変法.啓栄西学.紺等

上鞘沓学会 ○ 手足 粥dE 申 ○ 強 学 稚 ○ 意 図 ○ ○ 琶肇:詔等

lLIJf局】○ ○ 官甘局報官省局*稚 ○ 末 節大学望 ○ ○朝一F,)竺軍票 訳せ北克く大学の肌身

ll.f耕 佃】○ 枕席 iE述 ○ 琶務讃 時 研
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あ義貞 ○ 桝 ZID! ○ B 学 報 瓜機良畢 要 ○ El学

型 学 会 (⊃ 一鑑稚､依PB､整数 詫 こ ○ 広 仁 稚 ○ a学 生 ○ (⊃ 寄 附 GF学 .西学

方 言 学 会 ○ 英語

熊 畑 学 会 ○ 地理

竿湖学雨ヂ ○ 数学

AE 学 会 ○ 経理 .ta-PJ!分理 ○ gt 宝 ○ ○ 姦五荷 岱学 .商学

耳 学 会 ○ ○ 好 学 稚 ○ ○ 寄附六両以上 4学 .西学

好 学 全(上 海) 斬 学 報 ○ 数学

湘 学 会 政治的

佐 字 音 金 ○ 医学

戚鶴片捷会 ○ 司や (*給 文 各 藩 EZl 寄 附 親片恭止

迎 歴 会 ○ 旅行

化 学 全 ○ 化学

格 丑 金 ○ 何物

工 芸 金 ○ 工芸

虹 十 字 全 ○ 赤十字社

大同訳省局 ○ 捷済特f40 ○ 西学沓将訳

柴 草 公 会 ○ ○ 鷲 学 報 慧 重患 ○ ○ 児鋤 Jff政市研究

駅 心 公金 ○ 捻挫､協PJ! ○ 駅省公会稚 ○ 共 同山 各国懲訳

両 学 会 ○捻会長､圭Z*貫入等垂､会友､St済& 湘 報 gt 兼 ○ ○ 政治的議会を意図

申 学 会 政治的

知 恥 学 会 (⊃ S MI 国家の披亡を■

西 学 会 ○ ○ ○ ○ 舎 兄二十金 民政､吉LK測井

技 済 学 会 0 撞前号

女 学 会 東 部 女子啓斐

糊 学 会 よ等賢は あら
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昧捷 学 会 ○ ○ 価学 .商学

群 学 会 (共同生活)

公理学会 (公理をあきちかにする)

群Ni学会 ○ 台東 .別il耕理 ○ 榊 を利用 ○ ○ ○ 相互啓崇

扶 学 会 保【司会支部

丑用 学 会 ○ ○ ○ ○ 母音､口早

南学会分会 ○ 絹学会的

明達 学 会 ○ 捻理 .壬群it習 ○ ○ 教習あり ○ ○金Z2SM 人材葺成
敬弊 ○ 捜雌 .分理暮gt ○ ○ 意 図 ○ ○ 寄 附出 た 体育､甘草西学

保 国 会 ○捜埋棚.常襲崇闇● ○ 意 図 ○ nt 森 寄 附舶二両 国を保つこと各省に拡大

保 集 会 保国会分会

保 満 会 同前

保 川 金 同前

法 t抵学 会 ○ 全 日平 等 ○ 盟○ ○ 万国の法iB

任 学 会 ○ ○ ○ 患 EZJ○ ○ 軍 M_1..■- 儒学 .西学

学 戦 金 戦術l

延 年 全 ○ 琵望讐持
校捉 学会 ○ ○ 岱学 .西学

関 学 金 政治的

和 学 会 同前

祁 学 会 同約

nt点 学 会 (学閥にはtlt,)

同 心 金 ○

不鞍足金(上海) ○ 並TP.司gf(Jt 冶) ○ 女 早 佼 斗足禁止

雫身篭ヂ ○ 同前

千g覧ヂ ○ 同前

不tt足金(初it) ○ 同前
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iN史学会 ○ ○ ○ 洲見.地理気象.天文

粘 学錘ヂ ○ 数学

新 学 会 新 字 .fH ○ 放学.政治学医学.持物

史 学 会 (髭逼幣㌢
民時学会 (時分を正す)

肋 学 会 弔L!Jをすすめる)

【白立 会】 全長.FI全良.捜幹叫 革命的

以上の表により､学会の横能と目的のあらましがわかる｡それらは学会のもっている牽程やその他

の史料によったのであるが､表を見て知られるように､発程すらも史料からうかがえない学会が多い

のである｡

すなわち表には63の学会があるが､ただ名前のみ判明している学会もあることを考慮に入れた上で､

学会の横能とEl的をまとめ､その性格を追及して行きたい｡

まず横能から考察して行く｡学会の楼能としては､苅tに学会が輩程を有していることである｡こ

の牽程によってその学会の大体の内容を知ることが出来るが､63の学会のうち費控があると史料から

判明できないのは28である｡後述もするようにこれらの学会はいずれも変法を目指して設立されたも

のであったが､これらは､光拙2)年から､光輔24年の戊成政変までに税々と設立され又庚止されたも

のであり､学会の中には､脱設期間や牽程のはっきりしないものが多い｡

また､牽糧があってもそれが､改Trされることはしばしば見られる例であった｡これらの印を通し

て､この時期に急軌 こ学会運動がたかまり､それと同時に変法運動も芯舶されたことがわかる｡

節2に学会にはそれを迎冒して行く役Llがおり､卦 こよれは､lLLの学会にそれがあったことがわか

る｡その中で2回以上用いられているものをあげれば次の如くである｡すなわちSmT(7回)､揺確

(6回)､捉調､朗理､値理､分理､坐井 (人)がそれぞれ2回ずつである｡これらの役枚の中で､且

芯のものとして 1番多く使われているのが捻理である｡

那3に学会には､図廿を所有していてるものが多く見られ､その散は17にのぼっている｡そしてそ

の中で遊んだ図研館の形腰を取っているものも1､2あった｡即ち学会員は哲籍を適して外国の近代

的な学問などにふれ､相互に討:iLながら変法思想を高めて行ったのであった｡

那4に､学会の中には変法への志向をもった新聞或いは学報などの印刷物をLtI版し打たものもあっ

た｡いまその故をあげれば､学報を77している学会が10あり､それを患図してたものが2､他の可を

利用していたものが 1あることが知られる｡学報こそは､変法超勤を鞍吹して行くのに大切な伎IXlt

なったのであった｡
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郡5に学会は外国の新しい文化を取り入れるために図研だけでflく､将に自然科学の分野において､

器11をも備えている様子が10の学会に見られるのである｡研削の改革を遂行するためには､どうして

も西欧の近代文化を摂取する必要があり､しかも丘状的な杓朝の学11EJTと瓜も相違するものの一つがこ

のような自然科学であったというgFは､容易に理解出来る所である｡

第6に学会には学塁を持っているものもあった｡ます学空をもっている学会が3､学生創設を澄図

した学会が5､学盟までいかなかったが*Jf礎を行った学会が2あった｡このような活動を適して､変

法運動を行う後継者や､人材の養成をはかったことが知られるのであり､このような教育的な方法は､

かfLりの有効性を持っていたと考えられる｡附言すれば､変法運動においては､学会と朝刊と学笠の

三者が非常に大切な役割をなし､それが三位一体となり有俵的に行われるか､否かか変法運動の発展

に大きな形書を与えたと考えられる｡

郡7に学会では､当然学問が頚要祝されたが､酉学を学ぶ学会が34あり､そのうち経済特 (正)料

を設けているものが2ある｡このような状況と､頚程のある28の学会のうち21の学会が西学を学^,こ'

ということから考案すれば､西軍に対する関心が非常に芯かったことが知られるのである｡そのJ-､

これらの学会では､ただ西学を学ぶというだけではなく西学砂を訳すこともかなり行われた｡ここか

ら考えられることは､中国を分割の危機から救い出すためには如何にでもして先進諸国の例を学び､

それらを自分達のものとして目敏を計って行こうとした膿皮がうかがわれるのである｡

第8に学会では西学と同時に伝統的な儒学も学ばれた｡儒学を学んでいる学会が2I見出されるが､

これらの学会のうち17は､西学も合わせて学んでおり､彼等は､儒学を西学に附会させる方法を取り､

それ放､一層捕学を意識的に噂班する態度が当時の統村人階層､士大夫階層に見られ､これらの考え

が､変法迎動の性格､方向を碕朝体制の枠内に搬足させる役割を災たしたのではないだろうか｡

第9に学会の挫折的fl背灘をみて行くが､車栓よりそれが判明できる学会は12あり､寄附だけに頼

っていた学会は7､会矧 こ依存する学会は2､共同出flによる学会が1､金22と寄附に依存する学会
が1､金光と出flに依存する学会が1であった｡以上から判断されることは､当時の学会が､図谷や
器只を養えたり､学報を出したり､計鏡をしたりするのにかなりの財源を必要としたのであり､それ

には､被等の出す会nや寄附だけでは足りず､有力者である上放電軌 こも寄附を依朝したであろうこ
とが考えられるし､また､実際､戦学会などには多くの有力者が寄附していることが知られるのであ

る｡㊥このように学会を運営する上でも､一路の上故官僚の援助を仰ぐことが必要不可欠であった小

が々えられる｡ここにも又学会運動の特徴が見出されるのではないだろうか｡すなわち､中下投首投

だけで学会運動や変法運動が推進出来たのではなく､由布を頂点とする上扱官atに依載する巾ではじ

めて､運動が可能となり糾たし､それゆえ運動の挫折もまた上層部の反対によって左右されるものt

ならざるをえなかったのである｡

最後に各学会の目的について考案し､学会の性格を追及して行きたい｡発掛こより､目的の知られ

る学会は56､名がJ'から見当がつくものが7あるが､今その目的のあらましを分想して行く｡瓜初に断･,
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ておきたいことは､変法時期の詩学会の性格はいずれも､強学会に強く彰書されており､私の考案

によれば､強学会の性格と意図をその後の学会が鮭承発展させているといってまず間違いないのでは

ないかと思われる｡なお､範学会については改めて論及したいと思うので今は略述するに留めるが､

後述する詰学会の性格である ｢政治的｣､｢啓崇的｣､｢酉学的｣､｢儒学的酉学的｣性格のすべてを

内包していたのではないかと思われる｡なおこの性格区分について一首しておけば､変法期の宮古学会

はいずれも変法を志し､政治的性格が戦いのであるが､第 1にあげた ｢政治的学会｣というのは､そ

の中でも最も政治性の強いものであり､｢啓肇的学会｣というのは､政稔性もさることながら､特に大

人､女性､子供に対する啓7崇的な性格が戦い学会のことである｡又｢酉学的学会｣というのは､欧;求

のいわゆる学会に近い性格を持ったものであり､｢儒学的酉学的学会｣というのは､偶学を中心とし

てそれに西学を加えたものである｡

なお､ここでの学会の性格は､学会､報刊､学盟の全体的組府から見れば､｢政治的学会｣は､｢時

IV的政治的組轍｣に対応し､｢啓蛍的学会｣は､｢啓穀的租織｣に､｢酉学的学会｣と ｢儒学的酉学的

な学会｣は､｢教育､学問的姐横｣に対応している｡

まず敬治的な学会と考えられるものには､北京載学会､上海戟学会､南学会､19学会､知恥学会､

欧学会､保国会､舶学会､野学会､湘学会､保洪金､保漸金､保川金等13あり､史料から直接知る叩

は出来ないが､前述のような学会は外にもあったと.思われる｡これらの学会は変法を実施させる一･)

の搾動力となったと思われる.これらの学会で､北京髄学会､上海強学会についで規模も大きく､形

廿も大きかったのは､繭学会､保国会などであるが､これらの学会については後述したい｡

次いで啓群的な学会について考案して行く｡このrPlこ致えられるものは12以上あり､即納学会､延

年会､不息足会､戒幼片煙会､虹十字会､女学会､耶学会11どをあげることが出来る｡さてこれらの

学会の性格は､いずれも啓翌的要兼が最坪であり､大人に対する啓鷲として､群砺学会､群学会､延

年会等が挙げられるが､女性に対するものとしては､不■足会､女学会などが考えられる｡

そして更に子脚 こ対する啓蒙としては､崇学公会をあげるgIが山来るが､これはただ､子供を啓㌍

するだけでなく､教帝について研究する学会でもあり､西学的学会の性格も煎厚である｡

これらの学会は､変法実施後､釆施された変法の!召勅の内容と密接な関係を持っのである｡更に暗

蛍的学会も強学会の性格の発展したものである耳目ま､多言を要しまい｡

次いで学問的な学会について考案して行きたい｡この場合純粋な西学的学会と儒学的西学的学会と

を区別する方が適当であるので､まず､西学的学会について考案して行く｡酉学的学会は18以上あり､

大同訳研局､医学書会､西学会､斬学会､測見学会､地学公会､方言学会､奥地学会､遊歴会､化学

会､梅敷金､工芸会､訳ひ公会､経折学会､法紳学会､罪学会､榔州学会､学朝会などがあげられる｡

これらの学会の性格としては､西学が証滋祝され､儒教的なものは､あまり史料にLuてこない｡す7i

わち西欧の学会に収も接近したものであると考えられるのであり､中国を近代国家にするためには､

このような学会が必繁とされたのである｡
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これらの学会を更に分類するならば､西学廿を訳す可Iを中心とする初妙的な学会がまずあげられる｡

そしてその上に西欧風の学問研究を中心とする学会がある｡

最後に､儒学的西学的学会について述べて行きたい｡これには､聖学会､紫学会､T学会､昧提学

会､佼撞学会､致用学会､明達学会､任学会､同心金等9以上が数えられる｡これらは､信教とEl-学

とを一致させたものである｡

なお､6切でも述べるように､これらの学会の影書を受け､それに前後して､光結帝が変法の凶1

を定め､光梢24年4月23El(旧暦)より変法体制が実施されて行く｡

以上学会の機ffE､目的の考案を血して､学会の性格を明らかにし学会を4車Eに分類した｡

以下次項においては､これらの学会に参加した学会参加者の階層粗衣について考祭を進めて行きたい｡

3､学会参加者の階fi柵成

本項では学会参加者の階層的構成を明らかにして行くが､その手怒りとしてまず史料にもとすいて

学会参加者を鼓示して疋く｡⑬

学 会 名 歩h1着名 出 身 tfQ (又はそれに代わるff格等) 学会における役Gt

北 京 強学 会 蚊 有 為 広 瀬 工林立斗ー 怒 記 81足 羽 !… ーII

梨 啓 也 広 東 革 人

文 延 式 江 西 始林院侍税学士

卓 世 軌 河 南 析江温処必

敵 城 tE 西 戸称呼中

屯 仲 析 湖 北 榊 史

王 全 英 広 西 姶申中

翁 斌 孫 江 Jt 翰林島拍佐 (翁同封の従孫)

丁 立 的 江 捉 倫抹院拓dE

竹 広 的 湖 南 軸林排 せ (相国講の孫)

江 増 江 蔽 特休院拓任

江 太 斐 淋 江 絶世'Grl'l行走.内閣中廿

沈 C1 摘 淋 江 刑榔畔巾

沈 亡I朋 淋 江 噸林抗拍任

屯 搬 直 封 主 部 (屯之洞の子)
徐 世 Ej 班 叙 噂林脚 仕

租 税 四 川む ■ 内朋中谷

王 之 怨 布政雄

地 位 船 捉 甘

超 文 柄 促 せ
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汁

品

縛

垣

太

納

自

推

♯

弁

l

桐

■

成

軒

藻

為

佃

煮

芥

芳

井

卯

年

守

典

書

立

戊

丘

同

鈎

jE

環

呂

的

洞

孝

良

成

仰

紺

格

使

徒

同

家

坤

之

士

文

沌

石

塔

遵

肌

滋

招

相

銀

に

光

三

春

牧

羊

化

L樹

宝

庶

之

張

洪

楕

陳

李

欧

李

串

翁

孫

封

屯

栗

丘

王

章

雄

文

政

SX

灘

炎

政

江

居

劫

屯

陳

等

沈

左

周

布

陳

孝

志

屯

_q

江

虹

斬

国

回

国

国

井

#

摘

at東
#

江

劫

東

水

江

淡

江

江

江

江

北

書

姓

西

西

畑

雨

蛙

川

畑

州

州

qt

英

美

米

米

江

安

潮

紅
山

安

新

政

広

広

薪

広

斬

新

斬

新

耕

安

江

江

広

福

耕

福

田

福

政

論

広

也醐

中

中

林

申

叫

始

姶

冶

立教師

tt準公使

立h師

立鼓師

戸畔杓甘､半枚大臣､節付､uE耕大学士

吏畔尚甘､大学士､師仲

南江過せ､大学士

湖広せせ､封両江塊tr､大学士

四川投甘

虹叙位甘

直牡捜せ､北洋大臣

粗 大缶､大学土

工錐主!rF
革 人

敏郎tr(元)

翰林院輔佐

兵秘侍錐 (元)

翰林緋 位

租林糾 dE

j湛 士

8I 史

始林臣牧村

粕林糾 扶

吏ヰ主部 (鞍宝技の子)

侯Ni知肘

候Ni並 (沈振放の子)

挨Ni必 (左宗菜の子)

吏林立!P

JlqL王.lI

内Ptl学士

必 n

倫林院輔佐

湖広総甘､大学士
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超

3

玉

砺

常

連

軽

砂

巌

樹

祖

女

帝

緊

縛

漣

徐

束

膳

等

不■足金 (上海)

政 有 為

寮 希 労

向 子 長

il Lu.A

江 収 年

変 毛 筆

累 啓 租

dl 広 仁

慈 通 典

軸

椎

同

好

陵

EF

沢

&

=_t

刃

紬

江

西

絹

西

南

江

封

南

東

溌

江

江

載

西

西

姫

淋

江

江

広

湖

析

並

河

広

江

淋

斬

江

広

広

広

絹

江

東

米

袋

南

西

絹

絹

西

河

漸

広

広

広

湖

江

耕

湖

広

#

繭

収

捉

#

架

硝

安

耕

江

江

江

広

湖

Li-11吐

雌 雄

通政使 (元)

知 ,Q

挨13知爪

刑部却rP

鞄林緋 位

漸江iL処Rl

革 人

台湾述tk

挨揃知肘

工餌主gF

広西技涙使

広西RI日

新江乱処Rl

過 士

革 人

革 人

(雄有あの弟)

知 9;ち

部 価

元… 公使砧n

候補知府



江西繭Ei捉fJl甘院主計

知 県

Ni爪学生

村内dtL

湖南坂法道

帝 人

史*主串

翰林院庶富士､I.t梯学虫教習､位羽

候補知肘

挨運訓辞

Lill生
学 政

学 故

侯Ni知県

抜貢生

抜日生

知 il.Lt

O ^

監 生

山 艮

頼林脚 性

JIENS主申

=碓主部

報林院庶書士

-20-

天 文

坐 井 人
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同

也

草

地

●

南

東

瀬

畑

准

西

西

江

西

川

川

東

湖

広

広

福

江

妖

映

淋

扶

四

四

広

%

<

<

:

Z侯

革

革

内

戸部玉串

工稚貝外LS

捷眉知県 (革人)

山雌 株8I史

ガは革主tFF

刑務主群 (元)

i:林立耕
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全辛律法

蕪

村

春

ム

輯

卿

文

周

瓜

金

指

ま

衡

森

連

培

桝

渦

栂

3

文

文

文

佐

李

沈

施

丑

呉

羽

洪

廉

茨
t

鉄

頼

朝

伽

沖

宝

柄

延

成

木

増

刷

李

李

魚

推

挙

蛸

陳

関 学 金

和 学 金

的 学 会

金

金

字

〃

〃
心

去■

同

理

使

一

柳

松

他

-

叩

虹

は

-

炎

東

南

広

広

湖

別

封

徳訳

立

#比

柑



北洋水師学笠総数弔

砲林扶持統学士

以上の表から､参加者207名の派別を縄文欄氏の所説によって､⑬まず見ておけば､右派の翁同

巾､仮維新系の孫家im､表せ軌､張之洞､利i8派の頗架系の雄有鵜､梁啓超､変孟静､左派の訂ijJ

同系の評嗣同､店才常などが参加している｡

また､やがて変法運動が弾圧されてから､自立会という姐縦が作られ､日立群と名前をかえて蜂

起し､この中から､革命派に移る者が出て来るが､その中には､右派の頗復､中間派の容関の顔も

見られる｡

前述の表をもとにして学会参加者の官職 (又はそれに代わる資格等)の分布と頻度数をみる｡

官 tt 度数 官 位 此放 官 敬 庶政 官 職 此奴

主 ヨー 16 総廿､大学士 3 生 員 2 嫌 通 知 県 11

翰林 院拍 性 12 栓 骨 3 吏稚尚QF､大学士､師伸 I 候 補 知 県革 人 ll 候 補 皿 3 領 布 官 1

侯 遥遠も 府 9 拾 gT 中 3 jt(dL 大大 学 士1 愉林 院 接遇 1御 史 8 fl 外 価 3 翰林院 検討 1

畑 中 7 特 価 2 総督､北洋大臣 】 候 遺 訓 専 1
内 ー糊 rtI朝 7 遜 撫 2 内 閣 学 士 1 侯遇肘蛙歴 1

道 月 6 翰林院侍読学士 222 按 察 使 I 水師学笠捻教習 1知 垢と 6 戸 雄 尚 沓i-Ⅰ横 大 臣師侍､協井大学士 遜 政 使 1 懲 院 山 艮 111.I

抜 平 生 5 中 允 1 恕 院 主 gJt

従 甘 4 舎 人 1

以上の蓑によれば､学会参加者で一番多い官職 (又はそれに代わるfl格等)は主印 (正6品)､候

補知肘(正4品)､翰林院垢修(正7品)､挙人､御史(従5品)､内閣中V (従7品)､必見(正4品)､

郎中 (正5品)などであり､芯fLを巌芯として､中下級の官位が多いことが知られ､又大官の子弟b

数名含まれ､総慣 (正2品)､大学士 (正 1品)､提唱 (従 1品)､尚fln (従 1品)､王F機大臣 (品秩湖

シ)等の地位にあった省が学会遊動の援肋者に見られるのである.すなわち学会遊動の推進者の階旧

は､変法運動の階層と頚なるものであり､変法遊動も又大官の援助のもとにLP下級官僚層の手によ･)

て遂行されたのであった｡

次いで学会参加者の個人別に見た参加学会数を主な者だけ見て行きたい｡氏名の判明している学会

参h]者の中で一番多くの学会に加入したのは柴啓超であり､8学会､ついで放有為が6学会､訂嗣I司

が5学会､釆伯掛が4学会に参加している｡3学会に参加した省は､梯鋭､江故年､Si世故であlJ､
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2学会に参加したものが14人であり､残りは全部それぞれ1学会に参加したことになる｡すなわち､

学会超勤参加店は1学会のみに参加したものが圧倒的な多数を占めたのであり､これから見る限り､

学会超勤が比較的腕範aFlに受け入れられたと思われる｡

以下まで判明出来る学会参加者の出身地を延べ人数で多いものから収にまとめて行けば次のように

なる｡

kt位 省 名(又LJEi名) 人数 収位 省 名(又はZgも) 人 何位 省 名(又はEg名) 人数 頼位 省 名(又は宮も) 人数

12 JZ: 48 7 tl 西 20 13 東 南 9 ー9 米 国 2

扶 西 37 8 広 西 16 14 安 t 8 20 山 111
3 新 江 36 9 紅 迎 12 】5 甘 lk 6 21 蕪 州

Ll 湖 南 2g 10 攻 州 10 16 河 内 5 22 河 北
5 江 朕 25 ll 揺 iB ll 17 湖 北 3

これから見れば､広瀬､駅西､新江､江薪､四川､湖南､江酉の地域の人達が活眼しているという

ことであり､学会の地理的分布ともある種皮相関FX-l係があったものと思われる｡学会参加E.と山身地

域の印について前述したが､学会参加者は､学会参加者卦 このせられた以外にも多く存在した｡そこ

で今各地方の学会参加者の模様を史料によって明らかにして行きたい｡

架構超の林旭伝には､｢正月初の10日､大会を禰祉金Di','でl娼く｡間中の名士夫は倍娘まる｡君は実に
肝 始 の脚山である｣①とあり､福祉省の士夫漣が祁祉金蛇に報って鵬学会を組械している様子がう

かがえる｡

また盟学純金には､｢広西は近El風気が多いに附け､皆､当該省の大更士紳らが塀械掛□している｡
だから一切の脚 は次恥 こ興井している｣⑩とあり､広西省の大更士紳が学会運動に朗心を寄せ､横

倭的に参加している様子が知られる｡また契啓超の討買同伝には､

金を設けた意味は､掛 こ南部の諮省の志士を合して遡って一気とあし､柑ともに憂国の理を講

じ救亡の法を求める｡-7日掛 こ大いに雄を淡め学を講じ､金砂 こ坐る者は千数百人である｡岩

は倣慨して天下のgTを論じ､聞く者で感動しない省はなかった｡だから湖南省の風気が多いに閃

けた｡⑩

とあり､繭学会には下敷盲人ものIn!金者があり､湖南省における変法運動の鼓吹に大きな役割を果

したIPが述べられている｡

瓜後に学会参加名の釧 淑億をもとに､各等金関連-3を作り､各学会の関連を明らかにして行く｡⑳
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年 代 政 治 的 学 会 啓 崇 的学 会 商学 的 学 会

光拍21年 北 京 強 学 会上 海 漣 手 金

光紙22年 [時 務 絹] 〔官 省 1-J] 点 学 会

光緒23年 # 学 会 測 点 学不 ♯ 足 金 医 学 者 全 史 学 会

摘 草 金町 学 会 崇 苧 公 大 同訳 8商 学蛙 済 学

光柵2JI年 妖 撃 金保 国 会保 川 合保 薪 金保 ま 全句 学 会鵬 学 会恥 学 会 群 新 字 全巻 輔 州 学 会披 け 学 会〔上海訳せ局〕 … 学 ｢

この図表によれば､学会拳h]者の判明している29の学会のうち､26の学会において学会参加者は直

接､riU接の別はあっても､閑適があ.･'たことが知られる｡これ以外にも､相互に-b接甜遵している2

つの学会をあけることが出来る｡又学会は性格的にはそれぞれ特色を持ちながらも､それらの幽係が

非常に密接であったと考えられるのである｡この印から学会遊動が一定の妙‡指感の上に成立していた

と云えるであろう｡

以上学会参加15億 を作成し､それを基本にして､学会参加者の官職の分布と頻度致､学会参加者の

参加学会歎､さらに学会参加者の出身地域の分布と地方郷榊の参Jnの実態､瓜後に各学会の鵬適を考

察した｡

以下次項においては､学会の年代的分布について明らかにして行きたい｡

4､学会の年代的分布

これからの変法期の学会の年代的推移を考案して行く.その方法として､変糊 の年表⑳と学会の

設立年代についての去⑳を史料にもとづいて､まずまとめて､以下それに対して裾 を加えて行きた

い｡
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変法期の年表

年 月 外 交 国内的休 文法滞 学会開床

光NfL1年

光甲T8琵午ミ9年 ill Eli*鞍手淵E; 拝文､I小金を軽8L

光 2特 3 7X文､丘学会をNIJ& 空軍人吉恥 事人 上暮 ′､東

211 一 下粥灸的三Eg干事 上事

8年95 5乙) 9兼 11 (月不祥)I中金広州塩♯ ra羊tJを山坂

光 lNF.､22主 6年9丙5, 7甲 9 中JFと密的 甘■局役立秩精粗公司牧丘 上NFr■毒78-J投立

光 】 占憐 軸打印書Jf投立Ni′､23主 3年gTエ 10酉 ll 発行モ兜符

2★紙 3 フランス広M祐占領 oシ丁旅叫､大連を挺併 暮待故EJモ書ナ (6B) 保川会を勅ナ

24( 4I8 イf l)ス､九L半JbJA～tnと会見 Jlqエ見 ttkr天iAJB｣t,菅ナ

A-甘Zl上■

9年8 5 走に旺T.環肺大学生1年立さる｡ ち.

皮 6 仇禁i?書Jlする

成 78 A工而捜局役立 均す

ことをe1.9rJa同､会せLと会見



年 代 学 会

光 7月紘; 9 北京強学会
上海強学会

?広東不妊足会

光 i月紘 722 ll年 123月光 45枯 67823 910年 1112

召 せ一 局

L5

T点 学 会

史 学 会 T井学会(湖南小 熊 地 学 会 い 方 言 学 会

捌 3蛸､

ーiIJ 見 合

I載 学 会 T舶 学 会 lTTr 学 会 l

ー虹 十 字 会 い工 芸 会 l

I_P学会(上海 I医学 凄 金 I戒幼片煙会 I遊 歴 会 I化 学 会 い格 致 学 会

大同訳せ局 T砦 学 公 金 ー知 恥 学 会

T駅 懲 公 金 摘 学 会

経 済 学 会

卑 学 会 -B 学 会

?女 学 会

jt213確 1月光 2W 324 4年 56光枯2

棚 学 会 地 学 公 金 l味 捷 学 会 耶 学 会 公 理 学 会

一郎 肋 学 会 挑 学 会 T致 用 学 会 両学会分会

I明 漣 学 会 T彬 州 学 会

保 Eg 会 保 課 金 保 新 盆 保 川 会

l法 Hl学 会 閑 学 会

一任 学 会 ー学 戦 会 ー廷 年 会 lT校 蛙 学 会 lm 学 会 l和 学 全 E

助 志 学 金 同 心 金 月より以抑 こ出来た学会であることを示す｡凡例 I 表示されている年

5年光琵 8月年 ? 学会の役立された月が不明11もの

自 立 金 l
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以上年表と学会役立まによって､学会の梯子を明らかにしたが､それによれは､煎朝が､光措21年

日清戦争に敗北した結果､馬yl灸約が掛fれ､引きつづいて､三国干渉が起こった｡

このような状況下にあって､頗有為は7月にまず､北京に葡学会を設立し､更に9月には､上海に

強学会の分会を設立した｡そしてそれを全国にひろめようとした｡

この年､革命派は孫文を中心として､前年の縄申会⑳にひきつづさ､袋学会⑳を組較している｡そ

して興申金はこの年広州起銘を計画したが失敗した｡

他方この年には7-辛-パルドニリットル夫人を中心としてヱ教師達が天足会を上油に設立してい

る｡⑳

しかし､北京艶学会､上海範学会は御史似崇伊の上薬によ,て禁止された｡⑳

そこで､光緒22年には､学会が出来ず､雌かに､北京戦学会を官研局にする上輿が胡乎滋からなさ

れ､@上海戦学会が､r時脚 Jに変えられ､⑳上海 に学会が1つ設立されただけであった｡その学会

も､啓妻学的学会と学問的学会であり政治的傾向の菊いものであった｡

しかし､態学会によって始められた､変法を志す学会は､これで消滅した訳ではなく､変法派の人

達のやむにやまれない気持ちにより光描23年に入ると校々と設立されその数も29以上となった｡その

内訳は､酉学的学会が15以上､儒学的西学的学会が3以上で学問的学会は18以上､啓毅的学会は8以

上､政治的学会は3以上であった｡

以上の印からこの時】g)の学会は､学問的学会が圧倒的に多かったことが知られる｡Rfにこまかく見

て行くならば､この年の日月には､ドイツ即の牒州湾占領があり､それ以前に出来た学会は26以上あ

り､内訳は14以上が西学的学会､儒学的西軍的学会は4以上､啓張的学会は7以上であり､政治的学

会は2以上であった｡次いでドイツ三拝の座州朽占領以後に出来た学会は2以上であり､政治的学会 l

以上､西学的学会 1以上であったことが知られる｡

ここで考えられる群は､ドイツ軍の拶州汚占領によって､政治的学会がわずかではあるが増加した

印である｡又このドイツ軍の牒州再占鰍 こより､蛾有為は光結滞に第5回の上智を馳机 た｡⑳

光緒23年から24年のr:iIに設立された学会は､5以上あり､そのうち性格の判明出来る学会は､啓蒙

的学会 1､西軍的学会 1､儒学的西竿的学会 1である｡

次いで光輔24年に入ると､前年の11月に行なわれたドイツ即のAF州朽占領に対して､官僚層､銃乎f

人階層の反対が市まり､ここに統々と学会が成立し､光描24年の変法の国是の山前までには､少なく

とも)0以上の学会が独立されたのであった｡そのうち政治的学会6､番翌的学会 1､西学的学会 1､

侶学的西学的学会2であった｡

これらの学会の特色は､政治的な色彩が由厚であり､全国如拙をくわだてる学会も出来て来ており､

その支部も絞々と派生している｡

すなわち外国の支配の危機の中で､それをはねのけるためには､すぐれて政治的な学会が必要とさ

れたのであった｡
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このような時期にあって､政有為は ｢日本変改考｣｢俄大破ill変改記｣などを虫帝に上皇し､光紙

23年のJl変以乱 節5､⑳第6､⑳節7⑳の上省を変法までになしている｡

一方清朝上層部は4月 (旧暦)に保守派の大立者､恭親王の死に当面することになった｡ここに光

描帝みずから国是を定め､変法這裾を行う横会がついに到来した｡これは変法推進者連の待望してや

まなかった申柄であり､時まさに､光肋 年4月23Er(西軌 8983f-6月11E])であった｡⑳

この時から戊成変法が行なわれる恥 こなったが､この時期に設立された学会の数は､】0を下らなかっ

たと考えられ､政治的な学会は3役立されており､いずれも全国姐轍を志した学会の支部となるもの

であった｡又この他に啓iR的学会が2､西学的学会2､儒学的学会が3設立された｡

この時期においては､変法の実施と共に､学会遊動が光拙帝との結合により安定し､各方面に発展

して来たIJfが知られる｡

又この時XIJの学会の設立数は､光紹23年の牒変以後変法突施までに設立された学会設立数よりはる

かに少なくflっており､この恥 i変法実施により､変法期における学会の役割もlIi点を越え､変法そ

のものの実施に学会運動推進者の阻心が移されていることを物語るのではなかろうか｡以上から変法

期の学会の役割は､変法を鞍吹することにあったことがうかがわれる｡

5､学会の地理的分布

変法期の学会の地域的分れ こついて以下考案して行きたい｡その手懸りとして､地域的分布表を史

料にもとづいて作成した｡⑳
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学会役立地域表
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以下地域的分-6表から考案されることを述べて行く｡まず学会の地域的拡大である｡すなわち学会

は､ます北京に出来たが､それが拡大して､その数も､史料によれば60余となり､地域も8省以上に

拡大された｡それらを列挙すれば次のようになる｡

すなわち北京､江蘇､湖南､広兼､駅西､福祉､湖北､広西等である｡

以上学会の地域的分布について考察したが､学会が何故地域的に拡大したかということについては､

次の2つの場合が考えられる｡那1は学会に拳加したものが､自分の出身地において学会を役立発展

させた場合であり､⑳第2には､学会軌 楢が自分に関係ある地域に学会を設立発展させた切台であ

る｡⑳後者のJh合には､学会参加者が､官僚として派ihされた任地で学会の役立をしている例が見ら

れる｡⑳

次いで表示により学会の設立地域を見ると､一定の地域にかたよりがあるのがわかる｡すなわち北

京に設立された学会､上海を中心として設立された学会､湖南省に設立された学会､広東省に股立さ

れた学会の4つに大別される｡

まず北京には､13の学会が見られるが､光紙21年の葡学会設立後､光帖22年には学会が役立されな

かった｡光描23年に設立された学会は4学会ある｡そのうちドイツ軍のJF州蒋占領までには､政治的

学会1と西学的学会 lが僅かに役立されただけであった｡その理由としては､政肘の学会に対する監

視が厳しかったことが考えられる｡

ついで鮮変以後に役立された学会は酉学的学会が1､政治的学会が 1であった｡

光揃24年に股立された学会は8あるが､そのうち変法実施までに設立された学会は5あり､いずれ

も政治的性格をもったものであり､その名として地名を用いたが､これは在京官僚が､出身地別に学

会を設立したためであった｡また､その設立場所としては､出身地の金蛇等を利用している例が二､

三見られた｡⑳

ついで､変法詔勅後､北京に設立された学会は3あり､いずれも政治的性格をもったものであった｡

以上の考察から知られるように北京に設立された学会は3あり､いずれも政治的性格をもったもの

であった｡

また北京に役立された理由としては北京が首都であり､文化の中心であったこと､また､官位がそ

こには多く存在していたことなどがあげられる｡

上掛こ設立された学会は10以上あり､その最初は戦学会であった｡教学会禁止後､全国で叔初に設

立された学会は光緒22年上軌 こできた農学金であり､学問的性格をもったものであった｡光緒22年に

はこの外､啓柴学会が l設立された｡

ついで北柏23年には､9の学会が役立されたが､それらの啓崇的性格をもったものが5､西学的性

格をもったものがLIであった｡光柑24年には学会は設立されなかった｡

上掛こ設立された学会をまとめれば､西学的性格をもったものが5､啓pP的性格をもったものが5､

敬治的性格をもったものがlであり､商学的学会と啓鷲的学会が中心であったことが知られる｡この
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ような性格の学会が上海に設立された理由としてIi､上海が中国の中では先進地軌 こ属し､収初の開

港JAの一つであり､海的があり､後には租界が設立されるほど多くの西洋人が住んでおり､中国最初

の西洋人の学会である広学会が設立された地域でもあったので､新しい学問や文化を等易に受け入れ､

発展できる紫地が出来ていたことが考えられる｡

ついで湖南省を中心として役立された学会について考察して行く｡まず､その軌ま20以上あり､各

省EPで一番多くある｡湖南省に於いては､変法期の学会は､聾学会黙止後に設立されたものであり､

光純23年には､酋学的な学会が3成立した｡これは葡学会が焚止されたことが大きな原因であったと

考えられる｡すなわち､敬治的､啓蛍的学会が､収初から出来ず､まず穏祉な学問的性格をもった学

会が出来たのであった｡この年には､その後､政治的学会が2と啓7R的学会lが出来た｡次いで､光

緒24年に設立された学会を見るならば､政治的学会が】､啓蛍的学会が2､西学的学会3､儒学的酉

学的学会5が成立した｡このほか､光描23年から24年にかけて､酉学的学会が2設立された｡

以上､湖南省に成立した学会は､政治的学会4､啓蒙的学会3､西学的学会8､店学的商学的学会

5であった｡これによれば､湖南省では学問的学会が一番多く､それにつづいて啓SZ的学会､政治的

学会が設立されていることが知られる｡湖南省に学会が設立され変法運動が盛んになった理由として

は､変法時期に湖南省に蛸 新的な官atが派並され､⑳また､それに榊 が協力したからである⑳と

考えられる｡

なおこの遊動は､これ以後の湖南省の政治的超勤に一定の'役割を只し'1.rlたと考えられる｡

また広fti省においては､光緒23年には特設的学会が l故立され､23年から24年にかけては､不明な

学会3が成立している｡広東省に学会が設立された理由としては､ここにはBa結城があり､また､学

会運動推進者や本命運動推進者の出身地であったことなどがか1られよう｡

今まで述べた地域の他に､学会の役立された地域としては､駅西､湖北､福iB､広西があり､挟酉

には､儒学的西学的学会 l､湖北には､何字的西学的学会 1､福祉には皆野的学会 1､西学的学会1､

広西には店学的西学的学会 1が成立した｡これらの地域の学会はおもに儒学的西学的学会であったこ

とが知られる｡

以上､学会の地域的なかたよりについて考案したが､北京には､政治的性格をもった学会が､上海

には､学問的或いは啓鷲的性格をもった学会が､湖南省においては学問的学会､政治的或いは啓i12的

性格をもった学会が､広栄省においては啓毅的､儒学的西学的学会が主に設立されたことが知られる｡

6､変法運動と学会

本項においては､変珪遊動の実施と学会の朗適を明らかにして行くが､収初に変法運動の概要を述

べておく｡以下光相帯の上韻により､変法の実施内容を明らかにして行きたい｡

r戊成変法節二冊Jの光結帝の上韻の項には､戊成変法に関 して二百五の上論が載せられている

が､⑬その主な内等を簡条令さにすれば､次の如くである｡
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1､人材の登用

2､変法派の軽用

3､変法思想の世故

4､時掛 こ遜遥すべき研

5､提訴特科の新設

6､八股文の廃止

7､冗官冗nの廃止

8､役所の近代化と統合

9､国家の歳入歳出の管理

10､鉄道の敷説

Il､鉱山の榊発

12､位=繭非のIff成

13､民生の向上

14､田学生の派適

15､外国文化の摂取

16､学笠の設立

17､学問の擬恥

18､報刊の設立

19､軍隊の改革

20､発明の奨励

これをまとめれば､政治､経済､文化教育､軍部の四万両にiR的できるであろう｡

まず政治面においては､人材の登用による変法推進者の起用があり､彼らは変法思想を普及して変

法体制を作りあげた｡その内容としては､時掛 こ通達すべきZJfが戟調されて､経済特科の新設と､八

股文の廃止による科挙制の改革が行なわれ､また冗官冗fLの廃止による役所の近代化が実施された｡

経済面では､国家の故人歳出をよく管理し､鉄道の敷設､鉱山の開発､良薬､商非､工業を背成して､

民生の向上を計ろうとするものであった｡文数面においては留学生を派適し､外国の文化を摂取し､

省院などを改め､西欧風の近代的学校を設立し､学問の瀕興を計り､発明を奨励し､新聞社を設立し

て､民衆の啓掛 こあたろうとしたのであり､軍印面においては､西欧鼠の近代的軍隊を作り上げるこ

とによってThi拘】を近代的な強固な独立国たらしめんとしたのである｡

以上､変法遊動のあらましについて考案したが､以下変法遊動と学会との関連を明らかにして行け

ば､学会が意図したことの多くは戊成変法の中に生かされたことがわかるのである｡

まず政治面から見ていけば､学会参加者の多くは人材として起用されて変法経巡者となり､変法思

想の普及にあずかって力があった.また､経済特科の新設や八股文の廃止による科-挙制の改1帯も学会
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かもっていた経済特科や､西学の影廿によって行なわれたと考えられる｡その他冗官冗員の廃止によ

る役所の近代化ならびに統合も､酉学会､法紳学会などと関連があったと考えられる｡

次いで経済面の既述を明らかにして行くならは､国家の故山､歳入や両雄の育成の点については､

経済学会や井学会と関連があるし､鉄芯､鉱山､良薬､工業については､学会が博物虎をもとうと恵回

したことや､丘学会､地学公会､梅致学会､化学金､測見学会の役立と潔い関係があったと思われる｡

文教面においては､留学生の派iBIi学会の考えを発展させたものであるし､学笠をたてることもま

さに学会が意図した帝であったし､また学会は外国文化を摂取して学問を瀬興させようと努力したの

であった｡新RFl社の役立も学会が叔初に忠既したことであった｡

叔後に軍印面においては､学会においても学朝会が設立されていた｡

以上の考案から､変洩遊動と学会運動との間には当然ながら深い相関関係があったことが知られる｡

このように変法運動と深いEn連をもった学会運動は､すでに考案したように年代的に見た場合､外

国の61略によりrP国分割の危機が増大して､朽朝の改革が緊急(lfla皿となるにつれて､Ⅱ､丑ともに

増大し､また地理的にも各地に拡大して､変法失地となって結実したのであった｡

そして､変法実施は､変法推進者連の手によったが､彼等は､光描帝の変法国是のもとに大官の牲

粥などにより､盟帝に召見される坪によってはじめて､変法実施に参加し得たのであった｡このよう

にして､実施された変法遊動は光捕帝を頂点とし､中下故官鮫層を中心とする栢朝支配体制内苛での

一改革運動にとどまったが､ここに変法超勤の取捌 略 られた｡⑳

これらの変法運動の性格と服罪はすでに学会参加者の階層構成が､中下級官at層と地方郷紳眉から

なっているlJlや､大官等の援助ではじめて､学会運動を推進することが可能であったことの中に予見

されるのであり､換言すれば学会運動の限界か変法運動の限界となったとも言えるのではなかろうか｡

おわリに

以上の各節の考察を威して､以下の要約と間組点の捉起が可能であると思われる｡

雌有為､発酵掛 こよる変法運動は､瓜初上研運動という形をとっていたが､上背が兼だ光拙帝に到

達しないので､Bi有為は方向を多角化し学会運動もあわせて行うようになった｡

頗有為等に上って開始された変法期の学会は､すぐれて政治的な性格をもっており､その意図は変

法の鼓吹にあった｡そしてこれらの学会は伝枕的な中国在来の甥院を基礎とし､その上に広学会を中

心とする西欧の学会の性格を接ぎ木することによって成立したものであった｡これらの学会の機能を

まとめて行くならば､多くの学会はその目的を明らかにする寒桜､それを避雷する役Llがあり､附拐

施設としては､図苛 (舵)､報 (報flJ)､持物 (舵)､学宝を有しているか､もつことを意図した｡ま

たここでは西洋の字間や儒学の謙凄､研究が行なわれ､その控訴的な基盤としては､金月の寄附や金

野があったか､全日外の援助を受けることが多かった｡

次いでこれらの学会はその性格により次の4つに分類され｡第 1はすぐれて政治的な目的から設立
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された政治的fi学会であり､第2は啓碧的な役割を意図して設立された啓SZ的学会であり､那3は､

西洋の研究を主とする酉学的学会であり､第4は､西学と伴学とをあわせ学んだ儒学的酉学的学会で

あるが､いずれも戊成変法に継承発展されたのであった｡

最後に変法運動と学会運動との関連をまとめておけIf､変法運動の推進者も学会運動の推進者も同

じ中下故の官吸層であった｡また､変法運動が実施した政治､経済､文教､野邸の各面における改叢

はいずれも学会が意図したものかそれと関係の深いものであった｡そして変法連動が所動支配体制内

の-改滞l遊動に即まったというその性格の取掛 ますでに学会遊動のrMこも予見されるのであり､学会

遊動の似非が変法遊動の限界となったといえよう｡

次節においては､稚刊について考察して行く｡

第3肝 変法期の報刊

はじめに

本節では変法軌における脚 Jo脚 について考寅して行きたい｡①

その方法としてまず､朝刊の先屈と11'るものを明らかにし､ついで抑 Jの横能と性格､報刊参加者

の階層捕成､朝刊の年代的･地理的分布を考案し､叔後に変法運動における報刊の澄額を明らかにし

て行きたい｡

1､相刊の先便

変法P)における朝刊の役割を考案するに当って､まず､朝刊の先塔となるものについて考案して行

く｡

変法期の朝刊の先塔としては､二つ考えられる｡一つは､従来行われて来た柄朝の発行する官報で

あり､もう一つは､五教師､外交官など外国人が中国にやって来るようになってできた､外国人先rT

の新Bil､故的紙の輔であるが､この場合､特に広学会の横施択 r万国公租Jがあずかって力があった

と考えられる｡

このことに鵬して頗有為はその目指年譜で ｢士大夫が外国の改印風俗に通じてないので､北京に

あえて報を&JJり､知識を踊こうという人はいない｡変法の椴8削ま北京から始り､王公大臣から始まら

なくてはならない｡そこで京報を送る人とはかつて､匂El､新聞を発行して耶朝の士大夫に千部送っ

た｣②と述べられている｡

また同様のことは､契啓超の r戊成政変記.Jにも見え､その中で崇啓掛 ま次のように云っている｡

蛾布鞄は､朝廷に変法を盟んだが､そのことはすこぶる困難であった｡各国の政治改&は､国

民によらないでは起らないので､改革を下に侶え､国民の議論を喚起し､国民の捕神を刷擬しよ

うとし､そのAを厚く背えて､他日の用に持たしめた｡そこで､自らn本を出して､京師に rhJ

国公報Jを創り､遍く､士夫公人に送った｡契啓超と変孟肇は文章を甘さ､日に2.000部を刊して
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送った｡(卦

と述べられており､まず､rJf国公報Jという名前で変法鼓吹のために新関を発行したことが知ら

れる｡

ついでリチ十一ドの自伝によれば､

広学会の月刊誌が何年ものJiq､糾朝の治者階級に配布されても､何の反対もないことを知り､

範学会では､彼等の機関紙の名前を広学会の r万国公報Jとした｡さらにその内容も主な部分は､

広学会の r万国公報Jをリプリントしたものであり､ただ一つの速いは､広学会では､上海の活

版印刷であり､葡学会では､北京官鰍 こ用いられている木版印刷で印刷されたものであった｡戦

学会はこのようにして､その様LXI紙をして外面は政肘官液の楓XI紙に塀似させ､その内容におい

ては広学会によって廿及された西欧恩丑措栢介せしめた｡④

と述べられている｡またリチ十-ドの指示により､r万国公報い i名を r中外妃附Jとかえたので

ぁった｡⑤

以上のことから､報刊の先駆としては､r扇報JIと r万国公軸Jが考えられ､それによって変法を

鼓吹しようとしたことが知られる｡

次項においては､報刊の横髄と性格を明らかにして行きたい｡

2､稚刊の機能と性格

本切においては､報刊の機能と性格を明らかにして行くが､そのために史料にもとすいて表を作成

して泣く｡⑥

報 名 車程 牧 丘 内 孫葦 日 的

中 外 だ lJtl 北京戟学会 ? *:% !
強 学 報 主架､帳界､岱写､播訳 上海強学会 若 輩こ芸 等
紅 絹 時 平

【竹谷用稚〕 瑞賢葦
【甘心用分相〕 瑞 雲蔓童

LS 哉 稚 ○ 嬢 PJL撰 述各 蒲 訳､腰 部 上iQ韓学金 Li t

▲‡ 報 時 TB

知 新 稚 捻 理､撰 述枯駅､経理､王 畢 時 Tft､訳 稚

池 学 報 西 学

湘 苧 輔(細字新 和) ○ 竹 井､捜 P3､校 理 Ef粥学会 時 YF､西 学
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LL 仁 報 史 学 会 l古事､中学､西学

点 学 報 ○ ZER辞､司蝦､拝駅 丘 学 会 El 学､訳 せ

天 網 新 tu

# * ～ 放 学

捷 世 相 時事､西学､訳報

薪 学 報 歪等圭 西 学

炎 成 報

町 学 報 筋 学 金 中 学､西 学

実 学 稚 ○ 称捷甘局 人文､社会､自薦科学

市 報 lS 称

求 足 稚 IS SI､西 学

駅 廿 公 金 稚 ○ 駅 や公会 特tW (択報､西岱胡訳)

LL) Lm (%遥:中外ニユ_ス)
浪 報 時 tTTF(駅 報)

駁 学 l～ ○ 奨学公金

軌 条 紺 児 政 教 pfF

Ak海 港 稚

求 我 稚 ○ 噂 栄 (児亜教育)

格 致 VT 稚 ○ 自 然 科 学

竹 年 啓 変

封 学 稚 暗 中､西 学

★ai白純 絹 ○ 時即､中学､西学

l寺 梯 El 報 ○ 特 称

媒 亜 仙 時 事､西 学

中 外 El 稚 特 布

口 舌 棚 ○ 琵 jl由捨 宗 時 gt

工 商 学 輔 西 字

以上のまから､36の確刊の機能と性格を明らかにして行く｡
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まず章提であるが､これによって､その報刊の内容､目的が知られるが､今､章控又はそれに準ず

るものが明らかになっている朝刊は11である｡その他は不明である｡

第二に各軸刊には役DがJRかれているが､主な頚掛 こ見られる名前は､まとめれば次の盛りである｡

すなわち､捻理､撰述､描訳､菅井､校理､蝦房､哲写､脚 ､経理､主宰､司帳､捨滋､捜播訳

等が使用されている｡

関係学会､学笠としては､北京戦学会､上海学会､群胡学会､見学会､繭学会､聖学会､新学会､

芥学会､℡学会､革捷研局､訳沓公金､蛍学公金等､12の学会､局と京師大学塁がある｡

El的としてまず雌まえて起きたいことは､変法細の報刊は､惑淡の差はあれ､いずれも政治的な変

兼を持っているということである｡

朝刊の性格を脚 的､学問的､啓蛍的なものに分けて見て行くが､ここで時串的というのは､政治

的側面とニュース的側面を含んだものである｡

ます時gT的･西学的･中学的･即ちZ的朝刊について見て行く｡それには､r中外紀帆人 r教学卿

があり､それぞれ北京､上海強学会の横網紙であり､その後の朝刊の原型となるものであった｡

時gT的なEr的を持った報刊は､r直軸｣､r時劫朝.I､r榊 人r革報J､r訳轡公会粕J､r国PB相J､
r汝報J､r時務日報人 r中外日報Jl､r白吉報J､r広智報Jの11である｡
時gT的なものと酉学的なものを含んだ朝刊は､r柵学報J(r湘学新報J)､r湘報J､r経世報J､r深甚

報｣､r鍔学報ム r誰誰和Jの6である｡

時印的なものと中学西学を含んだものは､r軸組白話報J一つである｡

西学的な常刊としては､r通学報J､rよき学報J､r井学報｣､r斬学報J､r突学報JI､r格致新報J､r工
商学報Jの7があり､中学的なものとしては､r℡学報J一つが考えられる｡

啓蛍的な朝刊としては､r求我報J､r背年Jの二がある｡

次項においては､参加者階層構成について考案する｡

3､報刊参加者の撤JFfJ成

報刊参加者の階層構成を明らかにするためにまず､参加者表を作成し､考案して行く｡

稚 柑 名 相中の脚一 氏 名 出 身 官&(又はそれに代る宋A等)

中外紀聞 (LIrJ非 人) 蚊 有 為 広 jk エ 都 立 耶

(排 述) 契 牲 RI 広 3JI 革 人

ま ま 筆 広 凍 革 人

学 位摩 太 英 国 立 教 師

文 廷 式 江 西 梅林昆仲托学士
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(iPJ井 人)

地 理

炊 述

美 文 # 訳

注 文 LIl訳

東 文 耕 駅

PtI UT

(堀 枇)

Nt J&

ホ 良 Llrl.

王 全 英

丁 立 均

令 婿 譲

位 広 的

弧 抽

故 有 為

JI 'dZ

正 雄 埠

Ji d 暮

繁 啓 細

江 雄 牛

4! 甘 JZl

li I+ ii

瀬 家 斗

古 城Ll書

-先 番 芳

李 推 格

也 広 姓

漆 彦

Plミリ 心

学 京 王

吏 啓 細

江 JJL 牢

変 壬 筆

手 柄 J一

徐 Jb

飲 薬 甲

呉 沈 学

孫 岡 城

張 姫 波

状 桜 光

用 面 形

FS JLiI
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以上の参加者表から､まず考えられることは､参加者の判明している朝刊は､第2項であげた36の

朝刊のうち30である｡今､参加者の判明していない朝刊をあげれば､r経世搬入 r新字雅人r非成報J､

rTI学報J､r背年Jの5である｡

ついで､報中の役割であるが､すでに車種などに見られる役Llについては､耶2項で触れたので､

ここでは只体例としてあげて恐くに留める｡

参加楢で氏名の判明している者は､延べで3ユ3人いる｡もっとも同一軸で色々な役割を巣している

者については､1人として数えた｡その派別は､学会と同様､右派､中間派､左派である｡

つぎに､参JxJlZ;･の出身地を多いものから表示すれば次のようになる｡

これによれば､湖南､fE蘇､漸EI:､広兼の人達が清純しているということであり､当然の印ながら､

学会参加者と糊的関係を持っている｡もっとも人数の比率はそれぞれ光る｡
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瓜後に参加者の階層偶成を表示すれば､次の通りである｡

官 せ un..秩 人 官 位 tEL,A 人

適 地 従 二 2 瓜 数 姶 正 八 I

桜 媒 使 正 三 8 妨t 訓 辞 従 八 1

逝 艮 正 臼 214 軸林 院庶富士 2

噸林l完持能学士 従 四 筒 中 2

知 肘 従 四 湖 絹 省 官 吏 )

部 邸 正 五 一 進 士 I

蛤 耶 中 正 五 2II 革 人 I

員 外 飾 従 五 生 月 33

知 州 従 五 学 宝 蛤 故 習 1

主 正 六 5 学 食 故 習 1

学 改 正七品以上 2 砂 錠 皮 I

知 爪 正 七 ll せ 昧 主 ZA 1

愉 林 臣 JEl州 正 七 5 女 師 1

鼓 捜 正 七 1 宜 教 師 I

すなわち､生fl､知県､按繋使にかたよりが見られ､按蕉使 (正3品)を最高にして正7品以下の

下級官吏と兼入流の者が多かったことが知られる｡

次項においては､報刊の年代的分布を考某する｡

4､確刊の年代的分布

報刊の年代的分布を明らかにするに当って､まず､報刊の設立年代表を作成し､それにもとすいて

考察を加えて行きたい｡
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設立年代表からまず考えられることは､光拙21年 (1895年)に設立された稚刊が3つあることであ

る｡そのうち r中外紀uEJl､r載学報Jは､北京､上海戦学会の抜EXJ紙として､時IJf的西学的中学的啓

聖的性格があった｡その外､この年には､時IJT的な r虹報Jが発行されている｡

北京強学会､上海戦学会は､いずれも帝圧されたが､特に上海葡学会の悶生として､時gT的な内鞘

を持ったr時務朝Jが光此22年(18%年)に発行されている｡またこの年､r茄稚Jも発行されている｡

-49-



光柿23年 (1897年)には､20の報刊が設立されており､暗中的な朝刊としては､r知新報J､r国閲

報｣､r液報J､r革斗J､r訳岱公会報Jlの5つがあり､西学的報刊としては､r訳研公金削 ､帆

r通学軸J､rVr学報J､r堤学報J､r東学報J､r設学報人r放並報J､r井学報JIの9つがあり､中学的
西学的朝刊としては rTr学報Jがあった｡また､時印的西学的朝刊としては､r経Lu胡J､r求道軸JI､

r湘和J､r湘学報.1のLlつがあり､時IJT的中学的酉学的な報刊としては､r広亡報Jがあった｡不I桝 !

ri享海溝報Jである｡

光拙24年 (1898年)に設立された朝刊は､11あり､変法実施前に設立されたのは6である｡

時町的なものとしては､r時務日報J､r中外El和人 rEi吉報.Lr広智報.Jの4であり､西学的なも

のとしては､r格致新報人 rエ商学報Jの2つであり､暗中的西学的なものは､r封学報J､r究亜軸J
であり､時印的中学的酉学的なものは r無税白話報Jである｡

啓駿的なものとしては､r求我軸J､r与昔年｣が発行された｡
捜して云えることは､朝刊の設立を年代的に見たJi3台､光緒23､Ll年の変法実施前がピークになっ

ており､輯刊の役割としては変法実施に至る変法思想の宣伝に大きな働きがあったと考えられる.

次項においては､報刊の地理的分布について考察する｡
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5､粕刊の地理的分布

ます､報flJの設立地域表を作成し､それにもとすいて､朝刊の地理的分布を明らかにして行く｡

業 正 gl 四 川 ■ 北 湖 南 江 ∬ 薪 江 広 東 広 西 ik 門北 京 天 汁 江 上 海

薫 童 中外だ朔 正 確 ♯ 学 甘

蓑 童 L58 tlJE や

光 1柑…723 回 岬 や a学 報 広 亡 ≠ 知 新 佃

頼学 朝 点字 ≠

頼 朝 析学 ¶

集成 や井 草 ≠

fl学 報 実学 fFE捷 世相

革 湖東 是 軸だ 学 報浪兼 和

浪 軸 -l- ■

Jt海ー稚

光 1措 き82Jl 求 我 朝格W r¶

中学 稚 舶 ≠ 背 年

lS務日付 広 甘 ≠

中外El頼Sk車 軸凸古 確エホ字稚

以下､朝刊の設立地域表から考察されることを明らかにして行く｡

中国の各省別の和刊数をまず明らかにして置く｡-m33､四川2､湖北 1､朝雨2､江蘇24､前江

1､広東)､広西 1､湊門lである｡

直獄に設立された報刊は､まず､光緒21年(1895年)に､政治的な学会である北京強学会の横他紙と

して､時qT的Iej学中学的啓袋的flr中外紀聞Jがあり､同年天紬では､時gT的な r由報Jが発行され
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ている｡また､光紙22年 (1896年)には､天雄で､外Egの新Bilの播訳や内外のニュースを中心とすら

時印的な r国uB報Jが設立されている｡

凹川で設立された報刊は､まず光純23年 (1897年)に､外国の斬ulの柿訳をrflJCtとする､時印的な

r汝報)が発行されている｡翌光此2LI年には､r野学報.Iが発行されたが､これは西学的なものと暗中

的なものが含まれていた｡すなわち､四川で設立された報刊は､時印的な朝刊が中心であり､それに

西学的なものが加味されていた｡

湖北省に設立されたのは､光描23年 (1897年)の rTl学報jだけである｡rT学報JはT学会の機

関紙であり､中学酋学的であったと考えられる｡

湖南で設立された棚刊は､光托23年に､rifEl学報Jl(後に r柵学新報.1と改称)､rNl報Jの2つであ

り､時堺的､西学的であった｡

tl軒省で設立された朝刊は､まず､光緒21年 (1895年)には､政治的11上海戦学会の捜測把として

r強学報Jが発行されており､これは､暗部的西学的中学的啓公的である｡光繊22年(1896年)には､

特称的な内容を持った r時務報Jと rm Jが発行されている｡

光桔23年()897年)には､酉学的内容を持った報刊としては､r訳甘公金報.Lr通学確J､r出学報J､
r新学報JI､r罪学報J､r実学軸J､r泌故軸人 r毅学報J､r娘蚊報Jの9つがあり､時gT的なものとし
ては､ r革稚｣があり､時gT的西学的なものとしては､r求道観Jがある｡不明が r蘇海正和Jであ

る｡

光拙24年 (1898年)には､西学的な軸蛇としては､r格丑新報J､r工繭学報J､の2つが役立され

ており､時邸的なものとしては､r時妨EI報J､r中外日報J､r昌吉報Jの3つが設立されており､時

ZP的酉学的なものとしては r兼亜報Jlが､時印的中学的西学的なものとしては r撫錨白話報Jが設立

されている｡また啓iiZ的なものとしては r求我軸J､r岱年Jlの2つが発行されている｡

捨じて云えは､中国の中で江蘇省が血も朝刊の設立数が多く､そのほとんどが上海に設立されてい

る｡朝刊の内容を見れば､時印的西学的Ltl学的啓蒙的なものは1､時碑的なものは7､学F!iJ的なもの

が9､時串的学問的なものが3､番iR的なものが2であり､学問的なものが超も多い｡

上海を中心に西学的､時可岬Iな朝刊が設立されたのは､上海には､芸教師を中心とする外国人の往

来があり､その影響を受けて､でてきたものと考えられる｡

新江省に設立された朝刊は､光此23年(1897年)のr捷tLtl報Jであり､時印的西学的fl報刊であった｡

広架省に設立された朝刊は､光緒24年 (1898年)にできた r広智報Jであり､特gT的なものであっ

た｡広.西省に独立された相刊は､光柑23年 (I897年)にできた r広仁和Jlであり､中学的西学的なも

のであった｡

湊門では､光拷23年 (1897年)暗中的な内容を持った r知新軌 が創刊されている｡

以上､朝刊の地理的分布について考摂したが江蘇省が瓜も多い｡それは西学的なもの､時gT的なも

のであ.)たことが知られる｡またとりわけ上掛 こ多く報刊が牧丘されたのは外国人と関係が深かった
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からであろう｡

次項においては､変法運動における朝刊の老齢 こついて考案して行く｡

6､変法思想の普及と朝刊

北京戦学会の機tXl紙として創刊された r中外紀MJを叔初とする変法期の報刊は､ r載学報い こ拡

大して行ったが､柄朝の背圧によって廃刊の己tIなさに至った｡

しかし､光描22年､r時務頼.Jの創刊により､活気を取りもどし､変法期の報刊は､光描23年､24

年の資法実施前にピークに達した｡
また､これらの報刊を荷なった人々は､下級官般ならびに兼入流の人達であり､粕刊の多くは上海

に役立され､変法思想を普及するという啓毅的な役割を果たしたのであった｡

このことに槻して､梁啓超は､軸刊を上下を戒じさせる喉舌のようなものであり､国印に有益であ

ると述べている｡⑦また､文公瀕氏は､r中外だ剛 を始めて人民論政を開く端とな,たとされてお

り､⑧幼志鈎氏は､報刊の宣伝目的を全国的11範囲で維新の空気を作り出すものであるとしておられ

る｡⑨

以上捨じて､変法運動に対する頼刊の舌我は､中Egに変法思想を普及して､変法体制を作り上げて

行った所にあると云えるだろう｡

おわUに

いままで､変法迎動における報刊の役割について考案して来たが慨掛 こまとめておく｡

まず､報刊の先塔としては､析朝の官報であるr京報Jと広学会の横側紙である r万国公報Jlが挙

げられる｡それが拡大発展して行くことになる｡

朝刊の使徒と性格については､まず､報刊には､車程があり､その目的が知られる｡ついで役員が

避宮し､3分のtの報刊が学会と関係がある｡また報刊の目的としては､時印的啓iR的西学的中学的

11もの､時ITF的なもの､時耳I的西学的なもの､時群的中学的西学的なもの､酉学的flもの､中学的碩

学的なもの､啓'12的なものの7つがある｡

報刊参加者の脈厄捕成について見て行けば､その出身地軌 ま､湖繭､江蘇､新江､広東などにかた

よりが見られ､参加者の階居構成としては､生n､革人､知県など､未入流､下級の官鰍 こかたより

が見られる｡

朝刊の年代的分科 こついては､変法実施前の光祐23年､24年がピークになっている｡

稚刊の地理的な分布としては､tI:蘇省にかたよりが見られる｡

変法遊動における報刊の意袋としては､変法思想の普及にあったと考えられる｡

以上､変法迎動における報刊の役割について､考案して釆たが､すでに述べたように､朝刊におい

ては､なんといっても､変法思想を普及し変法体制を作り上げてEtl国を近代化して行こうと努力した

ことが知られる｡またそれによって､戊成変法も実施された｡
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